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《編集後記》
ここに 「大阪大学留学生センター研究論集 14号」をお届けします。1994年に設置され、十余年間にわ
たつて学生の国際交流を支援してきた大阪大学留学生センターは、2010年4月1日をもつて発展的に改組
され、「大阪大学国際教育交流センター」という新しい名前を冠することとなりました。よって、留学生セ
ンターとしての研究論集は本号が最後となります。
2009年度の留学生センターはこの改組へと向かう大きなうねりの中で新しい時代に対応するための留学
生教育、交流、サポー トのあり方を模索してきました。G30に伴い特任の先生方も新しく着任されました。
新しく誕生したサポー トオフィスには Castro」uan Jose准教授と田中希穂助教、交流ア ドバイス部門には
宮本美能助教、そして日本語教育部門には湯瑾助教を迎え、より広い視点での実践と研究を進めるための態
勢も充実しました。新センターでは、これまでの部門制から日本語教育研究チーム、短期プログラム開発研
究チーム、交流ア ドバイジング研究チーム、調査・企画チーム、そして、サポー トオフィスが力を合わせて
さまざまな取り組みを進めることになりました。
このような節日の時期にあたり、本号は 「OUSカリキュラムの開発」と題 して特集を組んでいます。
OUS(Osaka university Standard)カリキュラムとは、留学生30万人時代を見据えた大阪大学における
日本語教育プログラムを日本語教育研究チームが一丸となって開発しようとしているものです。研究の初年
度であった2009年度の研究成果を特集とし、広く皆さまからのご意見をいただき、さらに今後の研究につ
なげたいと考えています。特集以外では実践報告の投稿が3編あり、学内外におけるさまざまな実践研究
も掲載することができました。
編集委員の不手際により出版が大変遅くなり、新センター発足後のこの時期になってしまつたことを深く
お詫び申し上げます。そして、本研究論集を手にとってくださるすべての皆さまにお礼を申し上げるととも
に、新しいセンターのもとで生まれる新しい実践や研究を今後とも見守つていただきますようお願いいたし
ます。(KN、YU)
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